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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　向き合っている側に２つの接合可能な円盤状の部分（２０、２３）が形成され、前記２
つの円盤状の部分（２０、２３）の一方が、加熱要素の形態をとり、前記２つの円盤状の
部分（２０、２３）の他方が、螺旋形状溝（２１）を備えた迷路状円盤（２０）の形態を
とり、前記２つの円盤状の部分（２０、２３）の他方が、向き合っている加熱面（２２）
を備えた前記加熱要素（２３）の凹所（２４）内に密閉挿入可能であることにより、前記
２つの円盤状の部分が一緒に、ミルクまたはミルク／空気の混合物用の螺旋形状流路を形
成することを特徴とする連続流れ加熱器であって、
　前記連続流れ加熱器は、容器（１）から吸込管（３）を介してミルクを吸い込むポンプ
（２）と、前記ポンプ（２）から出口（８）に通じる出口管（７）と、空気量制御装置（
６）に連結されるかまたは固定ノズルに連結され、吸込管・出口管（３、７）のいずれか
一方に開口している給気管（５）とを備える装置であって、一方側に入口（４ａ）、他方
側に出口（４ｂ）を備える連続流れ加熱器（４）が、前記吸込管（３）に配置され、スロ
ットル点（９）が前記出口管（７）に関連付けられることを特徴とする装置用の連続流れ
加熱器であり、
　前記装置は、ミルク・フォームまたは温かいミルク・ドリンクを作る方法であって、ミ
ルクが、ポンプ（２）によって容器（１）から吸い込まれ、出口（８）に送られ、その間
にミルクが加熱され、これに制御可能な量の空気又は気体を加えることができ、吸込中、
ミルクが連続流れ加熱器（４）を通して送られ、加熱させられ、その後スロットル点（９
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）を介して出口（８）に送られることを特徴とする方法を利用する装置であることを特徴
とする、連続流れ加熱器。
【請求項２】
　前記給気管（５）が、前記連続流れ加熱器（４）の前記入口（４ａ）より手前で、また
はその前記出口（４ｂ）より後ろで前記吸込管（３）に開口することを特徴とする、請求
項１に記載の連続流れ加熱器。
【請求項３】
　前記連続流れ加熱器（４）の前記出口（４ｂ）でのミルクまたはミルク／空気の混合物
の温度を調整することができるように、前記連続流れ加熱器（４）が、迷路状の形態をと
り、温度が調整可能である加熱要素が備えられることを特徴とする、請求項１または２に
記載の連続流れ加熱器。
【請求項４】
　前記スロットル点がスロットル弁（９）によって形成されることを特徴とする、請求項
１－３のいずれか一項に記載の連続流れ加熱器。
【請求項５】
　前記スロットル弁（９）が調整可能であることを特徴とする、請求項４に記載の連続流
れ加熱器。
【請求項６】
　螺旋形状流路の中央に入口、周辺に出口を設けたことを特徴とする請求項１－５のいず
れか一項に記載の連続流れ加熱器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ミルクが、ポンプによって容器から吸い込まれ、出口に送られ、その間にミ
ルクが加熱され、制御可能な量の空気、即ち気体を加えることができるミルク・フォーム
または温かいミルク・ドリンクを作る方法とその方法を利用する装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ミルク・フォームを作る装置はＥＰ－Ａ０６００８２６号で知られている。それによる
とミルクが容器内に充填され、そこで加熱され、次いで加熱されたミルクがポンプによっ
て吸込管を介して吸入され、空気が制御可能な量で加熱ミルクに加えられる。ポンプによ
って、ミルク、即ちミルク／空気の混合物が、抵抗流れ要素を通って出口へ送られる。残
留物が蓄積するので、ミルクを加熱する容器を定期的に洗浄しなければならない。比較的
複雑な抵抗流れ要素も、徹底的かつ非常に手間のかかる洗浄手順を必要とする。
【特許文献１】欧州特許第Ａ０６００８２６号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、上記のタイプの方法を提供することであり、かつ簡単に操作でき、簡
単な維持管理方法を利用できる簡単かつコスト効率の良い装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明方法は、ミルク・フォームまたは温かいミルク・ドリンクを作る方法であって、
ミルクが、ポンプによって容器から吸い込まれ、出口に送られ、その間にミルクが加熱さ
れ、これに制御可能な量の空気又は気体を加えることができ、吸込中、ミルクが連続流れ
加熱器を通して送られ、加熱させられ、その後スロットル点を介して出口に送られること
を特徴とする。
【０００５】
　本発明装置は、容器から吸込管を介してミルクを吸い込むポンプと、前記ポンプから出
口に通じる出口管と、空気量制御装置に連結されるかまたは直接連結され、吸込管と出口
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管のいずれか一方に開口している給気管とを備える装置であって、一方側に入口、他方側
に出口を備える連続流れ加熱器が、前記吸込管に配置され、スロットル点が前記出口管に
関連付けられることを特徴とする。
【０００６】
　本発明によれば、ミルクは、従来のようには専用容器で加熱されず、連続流れ加熱器を
通して送られ、そこで加熱される。したがって、ミルクを加熱専用容器内に移動させる必
要なしに、それを実際上任意の容器から低温条件で直接吸い込むことができることを意味
する。ミルクを使い終わると、容器は簡単に交換することができる。それが詰め替え可能
な容器である場合、容器内での加熱がないことから残留物が蓄積されないので、その洗浄
は簡単である。
【０００７】
　コスト高で、維持管理集約的な抵抗流れ要素が必要でなく、加熱ミルク、即ちミルク／
空気（気体）混合物が、単にスロットル点を介して出口に送られるだけであるという事実
に、さらなる利点が存在する。連続流れ加熱器は、問題なく洗浄することができる。
【０００８】
　特に好ましい方法によれば、空気が低温ミルクに加えられてから、ミルクは連続流れ加
熱器に進入し、ミルク／空気混合物、即ち気体混合物は、連続流れ加熱器内で調整可能な
所望の温度に温められ、それによって優れた品質のミルク・フォームを作り出すことがで
きる。調整可能スロットル弁がスロットル点で使用される場合、圧力を要件に応じて調整
することができるので、特に有利である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　図１は、ミルクの入った容器１を示すが、これは必要に応じてチョコレート、ヴァニラ
などの様々な添加物も含むことができる。低温ミルクが、ポンプ２によって、容器１から
吸込管３を介して吸い込まれ、連続流れ加熱器４を通過し、そこで加熱される。図１で、
連続流れ加熱器４の入口には参照番号４ａを、出口には参照番号４ｂを割り当てた。
【００１０】
　連続流れ加熱器４の入口４ａより手前で、給気管５は、吸込管３内に開口し、給気管５
には、調整可能な空気量制御装置６が配置されている。しかし、制御装置６ではなく、固
定ノズルを使用することも可能である。給気管５を介して、一定量の空気をミルクに加え
ることができ、次いでミルク／空気の混合物（またはミルクだけ）がポンプ２によって吸
い込まれ、連続流れ加熱器４で加熱される。原理上は、空気ではなく、気体を使用するこ
とも可能である。
【００１１】
　特にフォームのないただのホット・ミルクを作り、分注する場合は給気を停止すること
のできる作動弁１６を給気管５に設けてもよい。関連した弁を有する給気管５’が、原理
上は、図示するように連続流れ加熱器の後ろに位置決めすることもできる。
【００１２】
　連続流れ加熱器４では、ミルク、即ちミルク／空気の混合物は、螺旋または他の形態で
構成された管を通って送られ、加熱要素によって加熱されるが、素子は、例えば抵抗流れ
要素などの様々な形態をとることができる。加熱要素の温度は、出口４ｂで所望されるミ
ルク、即ちミルク／空気の混合物の温度を制御することができるように、制御できること
が好ましい。
【００１３】
　次いでポンプ２を用いて、ミルク、即ちミルク／空気の混合物が、出口管７、スロット
ル点を介して、出口８に送り込まれるが、そのスロットル点は、調整可能でもまたは固定
のスロットル弁９でもいずれの形態でもよい。流れ系統内に過剰圧力を作り出す。調整可
能スロットル弁９によって、圧力を０から１５バールの間に設定できることが好ましい。
このようにして作り出されたミルク・フォームまたは温かいミルク・ドリンクは、例えば
コップなどの容器１１に入れられる。
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【００１４】
　連続流れ加熱器４とそれに関連した管を洗浄するために、洗浄流体をソース１２から、
洗浄弁１３と管１４を介して吸込管３へ送り込み、ポンプ２によって出口管７に送ること
ができる。連続流れ加熱器４の洗浄は、従来の抵抗流れ要素の洗浄よりも相当に簡単であ
る。ミルクの残留物が沈殿するのを防止するように、特に連続流れ加熱器４内には、ミル
クが流れた後にすぐ一定量の水を管３を通して送り込むことが好ましい。
【００１５】
　本発明によれば、ミルクは、従来のように専用容器で加熱されず、連続流れ加熱器４を
通して送られる。そこで加熱されるという事実は、ミルクを加熱専用容器内に送る必要な
しに、実際上任意の容器１から低温条件で直接吸い込むことができることを意味する。ミ
ルクを使い終わると、容器１は簡単に交換することができる。それが詰め替え可能な容器
である場合、容器内での加熱がないことから残留物が蓄積されないので、その洗浄は簡単
である。コスト高かつ維持管理集約的な抵抗流れ要素が必要でないという事実に、さらな
る利点が存在する。
【００１６】
　ミルク・フォームを作るのに必要な空気（気体でもよい）は、連続流れ加熱器４の出口
４ｂより後ろまでに、ミルクに加えることができる。しかし、連続流れ加熱器４への進入
の前に低温ミルクに空気を加えることが特に有利である。それは、ミルクと空気の混合物
を、連続流れ加熱器４内で調整可能な所望の温度に、制御可能な方法で加熱することがで
き、それによって優れた品質のミルク・フォームを作り出すことができるからである。圧
力を要件に応じて調整することができる調整可能スロットル弁９を、スロットル点で使用
することも、特に有利である。
【００１７】
　さらに、集水容器または排水口１８を備えた二方弁の形態の弁１７が、吸込管３と連結
させられ、そこを通して吸込管３内の水を抜くようにすることができる。系統内の様々な
逆止め弁１５が、ミルク、即ち空気または気体の逆流を防止する。
【００１８】
　図２から５に、連続流れ加熱器４の特に有利な実施形態を図示している。ミルク、即ち
ミルク／空気の混合物は螺旋形状流路を通って送られる。その流路は、図３で特に明確に
見ることができる、向き合っている面に螺旋形状溝２１を有する迷路状円盤２０と、向き
合っている面が加熱面２２である加熱要素２３との間に形成される。加熱表面２２は、加
熱要素２３内の凹所２４の一部を形成し、そこに螺旋形状溝２１の付いた迷路状円盤２０
が下向きに密閉するかたちで挿入される（密閉リング２５を図２に示すが、そこに迷路状
円盤２０／加熱要素２３のバイオネット・タイプの連結も指示する）。
【００１９】
　迷路状円盤２０の挿入中、加熱要素２３に関連付けられた連結器２４ａ、２４ｂによっ
て、螺旋状流路が凹所２４内に密閉連結される。それによって、中央に位置した連結器２
４ａは、ミルク、即ちミルク／空気の混合物用入口４ａを、溝２１の外側端部に関連付け
られた連結器２４ｂは、出口４ｂを形成する。あるいはその反対としてもよい。
【００２０】
　螺旋形状溝を加熱要素に設け、その溝を平坦な円盤によって覆って、螺旋形状流路を形
成するようにすることも充分に可能である。また、流路を、連続流れ加熱部材双方（迷路
状円盤、加熱要素）に形成させた螺旋形状溝によって形成させることも可能である。ミル
ク、即ちミルク／空気の混合物のための入口と出口を形成する連結器を、加熱要素ではな
くカバー、即ち迷路状円盤に配置することも可能である。最後に、螺旋形状流路をいっし
ょに形成する両方の連続流れ加熱部材、図２から５で図示するような異なった形態をとる
ことも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】ミルク・フォームまたは温かいミルク・ドリンクを作る本発明の装置の概略図で
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【図２】図１に示す装置用の連続流れ加熱器の実施形態の分解図である。
【図３】図２に示す連続流れ加熱器の一部の斜視図である。
【図４】図２に示す連続流れ加熱器の、設置状態の斜視図である。
【図５】図４に示される底面を上にした、組み立てられた連続流れ加熱器の斜視図である
。
【符号の説明】
【００２２】
　１、１１　容器、２　ポンプ、３　吸込管、４　連続流れ加熱器、４ａ連続流れ加熱器
入口、４ｂ連続流れ加熱器４の出口、５　給気管、６　空気量制御装置、７　出口管、８
　出口、９　スロットル弁、１２　ソース、１３　洗浄弁、１４　管、１５　逆止め弁、
１６　活化弁、１７　二方弁、１８　集水容器または排水口、２０　迷路状円盤、２１　
螺旋形状溝、２２　加熱面、２３　加熱要素、２４　加熱要素の凹所、２４ａ、２４ｂ　
加熱要素に関連付けられた連結器、２５　密閉リング

【図１】 【図２】

【図３】
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